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取組の概要 
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少子高齢化による人口減少が深刻化する群馬県 

外国人住民との間の共生をはかる「問題」を検討する 

↓               

外国人住民と地域活性化を進める「協働」を検討する                       
 

地域人財としての 
    留学生・定住外国人・ミドルスキル人材   
                        への注目 
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  加速する人口減少   
    →生産年齢人口の減少 

昭和60

年 
平成2年 7年 12年 17年 22年 23年 

群馬県 0.77 0.46 0.38 0.21 -0.01 -0.16 -0.36

全国 0.62 0.33 0.24 0.2 -0.01 0.02 -0.02

-0.6

-0.4

-0.2

0

0.2

0.4

0.6

0.8

1

1.2

1.4

1.6

過疎地域指定を受けた県内市町村は５市５町４村           
                （2010年４月１日現在） 

税収の減少→地域活性化は急務の課題 3 

１．社会的背景 
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地域によって多様な多文化共生課題 

■中部 1位ブラジル 2位ペルー。 集住率24.9% 
  の伊勢崎市あり。製造業中心。 

安心して受診できる医療システムの開発を    

■西部 1位中国 2位フィリピンン 
  商業集積地と限界集落散在。観光と流通。        

中小企業の生き残り戦略にできないか 

■東部 1位ブラジル 2位フィリピン。集住率17.1%    
  の太田市、14.8%の大泉町あり。製造業中心。 

感染症・震災・原発等緊急事態での情報を 

■利根・沼田 1位中国 2位フィリピン。農業と 
   観光。日本人の配偶者も多い。 

家族・地域・学校とうまくやっていくには？   

■吾妻  1位中国 2位フィリピン。 農業と観光。 
  国内外からの観光誘致で生き残りをかける。 

外国人にとって魅力ある観光とは？ 

4 

5行政地域で行政・企業・住民・NPO等に
聞き取り調査を実施（H21年度329件）。 

外国人住民の定住化がすすみ、各地域のニーズは 
県域を越えたニーズへ。必要とされる領域は多様。 4 
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生まれ育った文化や社会が異なる人々と 
   共に生きる環境づくりを通して地域活性化を推進する人材 

多文化共生推進士の養成 

 

外国人が「地域人材」として、 
ぐんまで働く・暮らす 
環境を整備すること 

 

①定住者  
②留学生  

③ミドルスキル人材 

「多文化共生」の視点ではかる
地域活性化とは 

「多文化共生」の視点で 
地域活性化を推進する人材とは 
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２．事業の目的・内容 

２．事業の目的・内容 
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言葉の壁・文化の壁を 
越える実践づくり 

「ぐんまで暮らし・働きた
い」留学生を活力に 

少子高齢化による労働者不足
時代到来への 

外国人材の可能性を探る 

H25年度 文化庁 「生活者」としての外国人と 

                  ための日本語教育事業 との連携・ 
                  地域活性化への展開 

定住者への 
「ハタラクラス」プロジェクト 

学生への 
「ハタラクラス」プロジェクト 
H25年度 文部科学省 留学生交流拠点整備      

       業との連携・地域活性化への展開 

在日外国人求職者の職業転換
による群馬県内の重点産業の

活性化の基礎研究 

平成24年度 平成25年度 

MINAKAMI班 自転車班 

ネットワーク班 ラジオ班 

事例研究「トラック業界の労働力不足 
－どのような人材で補完できるのか－」 6 

H25年度 （株）ボルテックスセイグン社との 

       共同研究 
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      多文化共生推進士の養成 
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実施体制 
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【特徴】地域協働・往還型プログラム 

地域協働・往還 
 

多文化状況にある現場を、その現場にいる
生まれ育った文化や社会が異なる人々の
視点で十分に理解し、関係する機関・個
人と合意形成を図りながら課題解決への
糸口を探り、実践を創り出していくための 
手法 
                   結城（2014) 
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外国人住民 

定住者 留学生 

①伊勢崎市住民調査 ②4大学学生調査 

         外国人住民のみなさんとともにぐんまで 
         働く・暮らす環境をどのように整えるか？ 

平成25年度 

10 

ANコース 
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【特徴】地域協働・往還型プログラム 

PLコース CNコース 
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【特徴】地域協働・往還型プログラム 

PLコース CNコース 
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平成25年度 事業の成果 

４．多文化共生推進による地域活性化プロジェクトを 
  県内各地で展開 
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